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デジタル時代の〈記憶機関〉 
芸術／大学における図書館・美術館・アーカイブ

> ス ケ ジ ュ ー ル

⚫ 第 2 9 回 ア ー カ イ ブ 研 究 会
1 0 月 1 6 日 （ 金 ） 1 8 : 0 0 オ ン ラ イ ン 配 信
　 「 デ ジ タ ル 時 代 の 記 憶 機 関 - - イ ン ト ロ ダ ク シ ョ ン 」
　 佐 藤 知 久

（ 京 都 市 立 芸 術 大 学 芸 術 資 源 研 究 セ ン タ ー ／ 文 化 人 類 学 ）

⚫ 第 3 0 回 ア ー カ イ ブ 研 究 会
1 0 月 2 8 日 （ 水 ） 1 8 : 0 0 - 2 0 : 0 0 オ ン ラ イ ン 配 信
　 「 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム と し て の 図 書 館 の 役 割
　 コ ロ ナ 禍 で 露 呈 し た 物 理 的 な 公 共 空 間 と し て の 弱 さ 」
　 佐 々 木 美 緒

（ 京 都 精 華 大 学 人 文 学 部 ／ 図 書 館 情 報 学 ・ 図 書 館 員 養 成 ）

⚫ 第 3 1 回 ア ー カ イ ブ 研 究 会
1 1 月 1 0 日 （ 火 ） 1 8 : 0 0 - 2 0 : 0 0 オ ン ラ イ ン 配 信
　 「 美 術 館 の 資 料 コ レ ク シ ョ ン は 誰 の も の ？ 」
　 松 山 ひ と み
　 （ 大 阪 中 之 島 美 術 館 ／ 学 芸 員 ・ ア ー キ ビ ス ト ）

⚫ 第 3 2 回 ア ー カ イ ブ 研 究 会
1 1 月 1 6 日 （ 月 ） 1 8 : 0 0 - 2 0 : 0 0 オ ン ラ イ ン 配 信
　 「 世 界 劇 場 モ デ ル を 超 え て 」 　
　 桂 英 史
　 （ 東 京 藝 術 大 学 大 学 院 映 像 研 究 科 ／ メ デ ィ ア 研 究 、
　 図 書 館 情 報 学 ）

オンライン配信
参加無料・申込不要

http://www.kcua.ac.jp/arc/information/86/

問 い 合 わ せ 先 ： 京 都 市 立 芸 術 大 学 芸 術 資 源 研 究 セ ン タ ー 事 務 局 　
T E L  :  0 7 5 - 3 3 4 - 2 2 1 7 　 M a i l  :  a r c @ k c u a . a c . j p 　 h t t p : / / w w w . k c u a . a c . j p / a r c /

京 都 市 立 芸 術 大 学 ・ 芸 術 資 源 研 究 セ ン タ ー で は 、 こ の 秋 か ら 冬 に
か け 、 「 芸 術 」 「 大 学 」 「 記 憶 機 関  m e m o r y  i n s t i t u t i o n s 」 を
主 題 と す る 連 続 研 究 会 と シ ン ポ ジ ウ ム を 開 催 し ま す 。  
「 記 憶 機 関  m e m o r y  i n s t i t u t i o n s 」 と は 、 過 去 の 出 来 事 に 関
す る 記 憶 や 記 録 を 、 未 来 へ 向 け て 継 承 す る た め の 、 社 会 的 ・ 文 化
的 な 機 関 や 制 度 を 指 す こ と ば で す 。 具 体 的 に は 、 〈 図 書 館 〉 〈 ミ ュ ー
ジ ア ム （ 博 物 館 ・ 美 術 館 ） 〉 〈 ア ー カ イ ブ 〉 、 さ ら に は 〈 ギ ャ ラ リ ー 〉
な ど も 、 現 在 そ し て 過 去 の 活 動 や 経 験 を 現 在 と 未 来 に 伝 え る た め
の 〈 記 憶 機 関 〉 と 見 な す こ と が で き ま す 。  
本 企 画 は 、 こ れ か ら の 芸 術 に と っ て 、 あ る い は こ れ か ら の 芸 術 を つ
く る 人 材 を 育 て る 芸 術 大 学 に と っ て 、  記 憶 機 関 は ど の よ う な も の で
あ る べ き か ？ に つ い て 、 具 体 的 に 考 え て み よ う と い う 試 み で す 。  
近 年 あ ら ゆ る こ と が ら の デ ジ タ ル 化 が 展 開 し 、 記 憶 機 関 の あ り 方 だ
け で な く 、 私 た ち の 記 憶 や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の あ り 方 も 、 大 き く
変 化 し て き ま し た 。 新 し い 技 術 の 実 装 に よ り 、 知 識 を 蓄 積 す る 基 盤
と し て の イ ン タ ー ネ ッ ト が 、 ひ と つ の 巨 大 な 記 憶 機 関 と な り つ つ あ
り ま す 。 図 書 館 や 学 術 資 源 の 電 子 化 が す す み 、 オ ン ラ イ ン の ギ ャ
ラ リ ー や ミ ュ ー ジ ア ム が 続 々 と 現 れ て い ま す 。
し か し 他 方 で は 、 長 期 間 の 保 存 に 耐 え る 物 質 的 記 録 の 価 値 や 、 人
間 が 交 流 し 、 協 働 し 、 共 に 創 造 的 な 活 動 に 従 事 す る 物 理 的 空 間 を
再 評 価 す る 動 き も あ り ま す 。 C O V I D - 1 9 の 影 響 下 で 、 ま す ま す デ
ジ タ ル - 分 散 - 協 働 的 な 生 活 様 式 が 編 み 出 さ れ て い く な か 、 「 手
応 え の あ る 物 質 を 共 有 す る 、 開 か れ た 物 理 的 な 公 共 空 間 」 と し て
の 図 書 館 、 ミ ュ ー ジ ア ム 、 ギ ャ ラ リ ー 、 ア ー カ イ ブ な ど の 意 義 が 、
あ ら た め て 問 わ れ て い ま す 。  
記 憶 を 継 承 し 、 次 世 代 の 創 造 活 動 を 支 え る イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ ー
と し て の 記 憶 機 関 は 、 今 後 ど の よ う な も の と な っ て い く の で し ょ う
か 。 そ し て 人 び と は 、 そ こ で ど の よ う に 他 者 の 記 憶 や 経 験 を た ど り 、
何 を 経 験 し て い く の で し ょ う か 。 さ ま ざ ま な 方 々 と と も に 考 え ま す 。

⚫ シ ン ポ ジ ウ ム
1 1 月 2 8 日 （ 土 ） 1 4 : 0 0 - 1 7 : 0 0 オ ン ラ イ ン 配 信
　 「 デ ジ タ ル 時 代 の 〈 記 憶 機 関 〉  
　 芸 術 ／ 大 学 に お け る 　 図 書 館 ・ 美 術 館 ・ ア ー カ イ ブ  」
　 > 登 壇 者 （ 敬 称 略 ）

桂 英 史
　 佐 々 木 美 緒
   松 山 ひ と み
　 森 野 彰 人 （ 京 都 市 立 芸 術 大 学 芸 術 資 源 研 究 セ ン タ ー 所 長 ）

　 司 会 ： 佐 藤 知 久

memory institutions

主 催 ： 京 都 市 立 芸 術 大 学 芸 術 資 源 研 究 セ ン タ ー

⚫詳細はウェブサイトをご確認ください。ライブ配信後も記録映像をご覧いただけます。


